
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

  

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

 かりいほ便り 

令和５年７月３１ 

 第２９号  

本年３月の理事会において新たに社会福祉法人紫野の会理事長に就任した小暮義雄

と申します。就任に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

社会福祉法人紫野の会は、創設以来、障害者支援施設かりいほを設置運営し、障害

者が社会において独立した個人として尊重され、それぞれの個性に応じた生き方がで

きることを目指して参りました。この間、かりいほを旅立ち、新たな道を見出した方

も少なくありません。職員にとっても、かりいほは、自らの人生を見出し、喜びも悲

しみも利用者の皆様と重ね合わせながら過ごして来たといって過言ではないと思いま

す。私は、これら先輩の方々の築かれた歴史の重みをかみしめながら、そこに少しで

も新たなものを付け加えられるよう努めて参りたいと考えております。 

一方、創設以来４０年余が経過し、施設の老朽化に伴う改修や、利用者の高齢化等

の様々な課題に取り組む必要が出て参りました。そうした中、多くの資金も必要であ

ることから、現在、国、東京都等行政の支援に加え、民間の様々な助成制度を活用し

ながら、計画的な整備に取り組んで参りたいと考えております。 

皆様におかれましては、これらの事情について特段のご理解を頂き、今後とも変わ

らぬご指導、ご協力を頂きますようお願いを申し上げて、理事長就任のご挨拶とさせ

て頂きます。 

 

 令和５年６年２０日 

 

                    社会福祉法人紫野の会 

                          理事長  小暮 義雄 

 

 

   

 

理事長挨拶 

 



 

 

  
 

いちご狩り 

 

令和５年 3月１６日（木曜日）買い物外出の日に、みんなでいちご狩りに行きました。 

コロナ禍で、外出も外食も我慢の日々が続きましたが、久しぶりに出かけることができまし

た。 

外に出られた解放感もあり、２０分の制限時間ではありましたが、皆さん思い切り採って

食べて楽しみました。 

「１００個も食べた！」と豪語する強者もいたりして、気持ちもお腹も大満足の一日にな

りました。 

 



 

令和５年お茶の収穫 

 

今年も無事に新茶を作ることができました。コロナも５類に引き下げられましたが、大人

数のボランティアの方はまだ来ていただけない状況で地元から数名のボランティアの方に来

てもらいました。また５月前半は良い天気で大いに期待したのですがその後雨が続き天気の

合間を見て直前で収穫することができなかったり、収穫することになったりしたので２日間

しかできませんでした。 

 しかし、人数の少ないなかで行いましたが、約１００ｋｇと目標よりも多く収穫できまし

た。利用者の方も職員も最後まで手摘みで摘み取りました。 

 今年は煎茶の容量が５０ｇとなっています。去年よりも数はありますが数に限りがありま

すので、飲んでみたいと言う方はお早めにご注文いただければ幸いです。 

来年は、大勢のボランティアの方と一緒に、お茶摘みができることを祈っています。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wixsite.com/home 

令和５年春開始接種ワクチン 

 

「令和５年春開始接種ワクチン」接種を令和５年６月１９（月）、２３日（金）、３０日

（金）に実施しました。接種が開始された頃は、接種することへの不安を表出する方もいま

したが、回を追うごとに「頑張るね」という前向きな言葉が増え、みな落ち着いて接種に臨

むことができています。 

今後とも利用者様の健康を守っていけるよう、努めていきたいと思っています。 

 

7月 いよいよ夏！ 

かりいほでは、毎年熱中症対策として水分補給やタブレットによる塩分補給等を設け

ています。暑さに体が慣れていない時期が、特に熱中症をおこしやすいと言われてい

ますので、気温や利用者様の体調の変化に注意しながら取り組んでいきたいと思いま

す。 

 


